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発表のポイントです。

本日の発表のポイントは2点あります。

まず1点目は1Q実績です。
我々は4月から新中期経営計画VG2.0を開始しました。
今回、その⼤事なスタートを非常に良い形で切ることができました。
1Q実績は前年同期⽐で⼤幅増収増益であり、過去最⾼⽔準の業績でした。
特に制御機器事業が好調で全社の成⻑を牽引しました。
VG2.0達成に向けた今後の⾶躍的な事業成⻑に確かな⼿応えを
感じています。

2点目は持続的な企業価値向上についてです。
ROIC経営、資本効率、株主還元に関して、CFOである私の考えを
後ほど述べさせていただきます。

それでは本日の説明に入ります。4ページをご覧ください。
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まずは1Q実績です。

ご覧の通り、売上⾼は前年同期⽐で10%以上、営業利益は2.3倍以上の
⼤幅増収増益となりました。
1Q決算として各利益は額、率ともに過去最⾼を達成しました。
因みに売上⾼は過去2番目の数字でした。

特に拘っている売上総利益率は41.3%に達し、
稼ぐ⼒は着実に向上していると⼿応えを感じております。

その結果、営業利益率は11.1%に達しております。
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次に、売上⾼についてご説明します。
事業セグメント別の売上⾼をご覧ください。

我々の主⼒である制御機器事業が20%を超える⼤幅増収となり、
全社の成⻑を⼒強く牽引しました。

中国におけるデジタル業界の市況が想定以上に活況な中、
我々の注⼒業界における取り組みが奏功し、
その波を確実に捉えることができました。
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次は、事業セグメント別の営業利益です。

⼀番右側の列にご注目ください。
ご覧の通り、全ての事業で増益を達成しました。

特に制御機器事業が⼤幅増益となりました。
この1Qの制御機器事業の営業利益率は20%を超える⽔準となりました。
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それでは全社の営業利益について少し詳しくご説明致します。

ご覧のチャートは、営業利益における2016年度1Q実績と、
2017年度1Q実績の増減を表しています。

昨年度の1Qは厳しかったということもあり、⼤幅な増益となりました。

稼ぐ⼒の向上により、付加価値を⼤幅に増加しました。

製造固定費は継続して⾏っている構造改⾰が寄与し、
7億円減少しました。

販管費については、8億円の微増でした。
これは、計画通り20億円程度増額した中で、
着実に構造改⾰を実⾏し10億円程度減らしたことによるものです。

なお、今後、実⾏計画を確実に遂⾏することで、2Q以降の経費は
増加する⾒込みです。これにより成⻑構造をさらに作り込んでまいります。
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冒頭でこの1Qは過去最⾼⽔準の業績と申し上げましたが、
ここから2ページを使い、これまでの過去最⾼であった
2014年度の1Qとの⽐較をご説明します。

まずは収益構造の進化です。

従来から各事業で取り組んできた収益構造改⾰やROIC経営の推進などの
内部努⼒により、全体的な円⾼基調の中でも、売上総利益率を1.6ポイント
向上させました。稼ぐ⼒は着実に強化しています。

販管費率は事業運営の効率化により、0.1ポイント減少させています。

売上総利益率の向上と販管費の抑制により、投資の原資を⽣み出し、
コア技術の強化や商品開発を進めました。
これにより研究開発費率は0.6ポイント増加しました。

その結果、営業利益率は1.1ポイント向上しました。
過去最⾼の業績を達成した2014年度の1Q決算と⽐較し、
収益構造は⼤きく進化をしました。
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次は、事業ポートフォリオの強化です。

ポートフォリオマネジメントの着実な実⾏により、
制御機器事業、ヘルスケア事業の構成⽐を⼤きく拡⼤させました。
制御機器事業は7ポイントの増加し、47%の構成⽐となりました。
ヘルスケア事業は2ポイントの増加となりました。

⼀方、本社直轄事業は構造改⾰により、構成⽐が減少しています。
このように、収益をともなった成⻑を可能にする事業ポートフォリオに
この3年間で⼤きく転換させており、⼿応えを感じています。

4月に発表した新中期経営計画VG2.0の戦略に則り、今後も制御機器事業、
ヘルスケア事業に投資することで事業ポートフォリオを強化していきます。
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ここからは制御機器事業の⾶躍的な成⻑の背景について、
少し詳しくご説明させていただきます。

まず好調な理由の1つ目です。
それは、⾃動⾞、デジタル、⾷品、社会インフラの4つの注⼒業界に
おける⾼成⻑です。

昨年度は中国における成⻑を説明しましたが、
この取り組みによる成果が他エリアにも拡⼤し、
グローバルでの注⼒4業界で⼤きな成⻑を実現しています。
具体的には、グローバルで前年同期⽐+38%の事業成⻑を実現しました。
中華圏は前年同期⽐で+54%と⾼成⻑を継続していますが、
日本、米州、欧州、アジアの合計でも+33%と顕著に伸ばしました。
我々の戦略の確からしさに⼿応えを感じています。

なお、注⼒業界以外でも売上⾼を伸ばしており、お客様の数は拡⼤を
続けています。FA市場における我々の存在価値の⾼さを
強く実感しております。
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次に、好調な理由の2つ目です。
それは、総合FAメーカーの我々にしかできないソリューション提案が
お客様に認められていることです。

我々の最⼤の強みは、業界最多の幅広い商品ラインナップと、
多種多様な制御アプリケーション・ソフトを組み合わせた
ソリューション提案にあります。

我々は世界最速の統合コントローラ1台で、あらゆる機器を⾼速・⾼精度
かつ簡単に制御することができます。

その制御を可能にするのは、制御アプリケーション・ソフトです。
その数は100本を超え、我々の価値提供の源泉になっています。

これらを活⽤した提案が、好調な注⼒業界のお客様のニーズを捉え、
事業成⻑につながっていると認識しています。

今後も⾰新的な新商品や技術を創出し続け、このソリューション提案に
磨きをかけていきます。
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また、既にニュースリリースを発⾏した通り、
7月3日にセンテック社の買収を完了しました。
この買収によって、ソリューション提案の幅を広げる商品ラインナップを
拡⼤しました。
具体的には、約200機種にものぼる豊富なカメラのバリエーションと、
FA現場で⾼画質・⼩型化を実現する⾼い技術⼒を⼿に入れました。

スライドの右側をご覧ください。
このイラストは、スカラロボットにおけるセンテック社の⼩型カメラの
活⽤をイメージしています。
今後は、このようにロボットへのカメラの組み込みや、
⼩型で取付け場所を選ばないスマートカメラによって、
複雑化し続ける組⽴⼯程や、過酷な目視検査に依存する検査⼯程の
⾃動化など、さらに⾰新的なモノづくりを実現していきます。

今後も買収を活⽤して商品ラインナップを拡⼤していきます。
それにより成⻑を確かなものにする強⼒な事業基盤を
作り込んでまいります。
どうぞご期待ください。



13

ここで2Q以降のエリア別の事業環境認識について、
ご説明致します。

⼀部のエリアや業界でやや不透明感はあるものの、
グローバル経済は緩やかな回復基調にあると想定をしております。
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次は、2Q以降の事業セグメント別の事業環境認識です。

1Qを牽引したスマートフォン向け設備投資は1Qの需要がピークで、
2Q以降は成⻑率が鈍化すると⾒ています。
また、⾃動⾞は北米での需要の⼀巡や中国の減税の終了など、
リスク要因もあります。

このように⼀部に不透明感はあるものの、
全体では主⼒の制御機器事業を始め、堅調な事業環境を⾒込んでいます。

各事業の詳細につきましては、後ほどお⼿元の資料をご覧ください。
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1Q実績の最後に現状認識をまとめます。

1つ目は、FA関連の投資は引き続き旺盛な状況が続くと想定しているなど、
2Q以降の事業環境は堅調を⾒込んでいること。
2つ目は、主⼒の制御機器事業で顕著な成果が上がっており、
戦略に確かな⼿応えがあること。
3つ目は、収益構造が⼤きく進化していることです。

2Q以降はこれらのチャンスを確実にとらえ、成⻑を加速させるため、
⽣産能⼒の増強や⼈財採⽤など、1Qよりも投資を拡⼤させてまいります。

なお、1Qは中国におけるデジタル業界の市況が想定以上に活況で、
好業績となりました。また、昨年度の1Qは事業環境が⽐較的厳しかった
ことからも、⼤幅な増収増益となりました。

しかし、現時点ではまだ3ヶ月が経過しただけで、残り9ヶ月あることから、
通期の⾒通しは4月発表の期初計画から変更していません。
この点は2Q決算で改めて精査し、必要に応じて通期の⾒通しの修正を
⾏います。

業績に関するご説明は以上です。
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ここからは新しいCFOとして、持続的な企業価値向上に向けた私の考えを
皆さまにお伝えします。
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まず最初に簡単に⾃己紹介をさせていただきます。
私は1983年に⽴⽯電機に技術者として入社し、ATMなどの技術・商品開発、
事業提携などに従事をしました。

2002年からはグローバル戦略本部で、M＆Aや各種構造改⾰を推進し、
また本日同席している⼤上と⼀緒にROICや、ポートフォリオマネジメントを
社内に初期導入しました。

以降、ヘルスケアの戦略部⻑、オムロンの⼈事総務部門のトップを経て、
グローバル戦略本部⻑として、全社経営戦略の⽴案と推進を担っています。
そして、4月に発表した新中計VG2.0を責任者として策定をしました。

この4月からはCFOに就任し、企業価値の向上にまい進しています。
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このチャートはROIC経営の構造を示しております。

このパートで皆さんに⼀番お伝えしたいことは、
実⾏責任者のCFOとしてROIC経営を社内により⼀層浸透させていく、
ということです。
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以前の決算説明会でご説明したように、当社は2年前からROIC経営2.0と
銘打ったROIC翻訳式を活⽤した取り組みを展開しています。
前任のCFOの鈴⽊とともに、グローバル戦略本部⻑の私もこの取り組みに
深く関与して実⾏してきました。

お客様への価値(V)、すなわち企業価値の最⼤化に向け、収益性を
⾒ながら必要な経営資源(N)を果敢に投入していくことがCFOとしての
注⼒ポイントです。
さらに、お客様への価値(V)に貢献していない滞留している経営資源(L)を
徹底的に減らして、(N)にシフト/投入していきます。
必要な経営資源(N)がお客様への価値(V)にどれだけ繋がっているのか、
厳しく⾒ていきます。

VG2.0は成⻑戦略です。将来の成⻑に向けた投資を優先させますが、
その中でも、ROICおよびROEは10%が最低⽔準であり、
10〜15%が理想の⽔準と⾒ています。

ROIC経営2.0を社内に徹底させることで、投資の優先順位を
明確化していきます。

今後もCFOとして資本効率を意識した経営を継続してまいります。
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資本効率を意識した経営の⼀環として、
今回、200億円の⾃己株式取得の枠を設定しました。

株式数は最⼤500万株とし、1年間の取得期間を設け、
株式を取得していきます。

今後もキャッシュや株価の⽔準などを総合的に勘案して、
⾃己株式の取得を機動的に実施してまいります。
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本日お話した通り、VG2.0の初年度である17年度の1Qは好スタートを
切り、1Qは⼤幅増収増益を達成しました。

我々が取り組んできた主⼒の制御機器事業の戦略や、
全社での収益構造改⾰の成果が着実に表れていることに、
VG2.0の目標達成に向けた強い⼿応えを感じています。

繰り返しになりますが、今回はまだ3ヶ月を経過しただけで、
残り9ヶ月あることから、通期の⾒通しは4月発表の期初計画から
変更しませんでした。この点は2Q決算で改めて精査し、
必要に応じて通期の⾒通しの修正を⾏います。

今後もCFOとしてお客様への価値(V)を最⼤化するROIC経営を
推進していきます。同時に、資本効率を意識した経営の徹底、
株主還元の強化など、持続的な企業価値の向上に取り組んでまいります。

引き続き、株主・投資家の皆様のご支援を賜りますよう、
今後とも宜しくお願い致します。

私の説明は以上です。
ご清聴ありがとうございました。
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